
定　　員   100名（申込先着順／定員になり次第締め切り）

東京建築士会 会議室（裏面参照）
円（消費税込）

参 加 費 会　員 　　1,500 円（消費税込）
一　般　　　　　2,500
※参加費は当日受付窓口でお支払い下さい。

│講　　師│

浅見 泰司
東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻教授

18：30～20：30（18：00受付開始）
2016年  4月  26日 (火)

空閑地の何が問題か
空閑地の存在には住環境の向上や新たな土地利用の受け皿というメ
リットがある一方、建物の連続性の分断、セキュリティ上の問題、
管理放棄されたときの住環境上の問題、インフラの非効率性などの
問題が発生しうる。
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東京の空閑地 空き家問題を考える

ＣＰＤ２単 位

シンポジウム
東京建築士会まちづくり委員会 地域貢献部会では、「東京の空き家」問題への取り組みをはじめ
ました。しかしながら、東京の空き家は空閑地を抜きに考えられず、今回、東京の空閑地・空き
家問題の課題を探るため、都市工学者の浅見泰司氏をお招きしてシンポジウムを開催致します。

1960年、東京都生まれ。東京大学卒業後、1987年にペンシルベニア大学よりPh.D. (in RegionalScience) 
を取得する。母校の東京大学で助手、講師、助教授、教授を務め、2012年より東京大学大学院工学系研
究科都市工学専攻教授。専門は都市計画、住宅政策、空間情報解析。
所属学会は、日本都市計画学会（CPIJ）、日本計画行政学会、日本不動産学会、都市住宅学会、地理情報
システム学会（GISA）、日本地域学会、日本建築学会（AIJ）など。

一般社団法人 東京建築士会 まちづくり委員会 企画 4 月 26 日 (火)

平成 28 年
開　催

東京の空閑地問題
東京でも郊外区では空閑地を適切に利用して、住環境を高めること
が求められている。農的な活用も選択肢の一つである。練馬区大泉
学園町をケーススタディ地域として分析すると、狭小住宅地におい
ては、まとまった農的土地利用が有効となりうることが判明した。
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空き家の何が問題か
空き家は円滑な住宅市場の回転のために、一定量の空き家は必要不
可欠である。しかし、過剰な空き家は資源の無駄となるだけで無く
、往々にして管理不十分だと荒廃した外観、倒壊危険、防犯上の問
題など周辺に外部不経済性をもたらす。
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東京の空き家問題
空き家がどの程度あるべきかについては、必ずしも定見があるわけ
ではない。モデル分析をしてみると、東京都における賃貸住宅市場
の空き家率15.7%に対して、建設中などを除き約2%程度で良いとい
う結果がでている。
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TEL：03-3536-7711　FAX：03-3536-7712　E-mai：kasagi@tokyokenchikushikai.or.jp
〒104-6204 中央区晴海 1-8-12 晴海トリトンスクエア オフィスタワーZ棟4F 担当：笠木・荻谷まで主　催

東京の空閑地・空き家についての問題点とは ??



申込方法

受講ご希望の方は、下記の【受講申込書】に必要事項をご記入の上、
FAXまたはメールにて東京建築士会担当までお送り下さい。
E-mailで申込される方は、件名に「空き家問題シンポジウム」本文に下記申
込書の記載事項をご記入下さい(申込書PDF可)

F X  >>  
E - mail  >>  先

付
送

シンポジウム 東京の空閑地 空き家問題を考える

開催日時 2016 年 4月 26 日（火）　18：30～ 20：30

分
区
込
申 参加区分

・
受講料

会　員　　受講料  1,500 円

会　員No.〔　　　　　　　　　　　　　 　〕

一　般　　受講料  2,500 円

 

□
□

フリガナ  性　　別

参加者氏名

フリガナ

勤務先名

フリガナ

勤務先所在地
（または自宅住所）

〒　　　　‒
都 道
府 県

日中に連絡可能な
電話番号 （　　　　　　）　　　　　    　‒ FAX

番号 （　　　　　　）　　　　　　‒

メールアドレス @

 年　　齢

歳

A

都営地下鉄大江戸線「勝どき」駅下車Ａ2出口より徒歩6分
東京メトロ有楽町線「月島」駅下車10出口より徒歩12分 

〒104-6204 東京都中央区晴海 1-8-12
晴海トリトンスクエア  オフィスタワー Z棟 4F
TEL 03-3536-7711    FAX 03-3536-7712
http://www.tokyokenchikushikai.or.jp

東京建築士会 会議室

サンクス 晴海センタービル

Ｎ

会場アクセス

個人情報の取り扱い：本申込書に記載いただいた情報は適切に管理し、本セミナーの運営および東京建築士会が開催する他のイベントの案内・紹介のために利用する場合があります。

【 受 講 申 込 書 】

03-3536-7712 FAX
送信申 込

方 法
下記「受講申込書」に必要事項をご記入の上、FAX をご送信下さい。
参加費は当日窓口にてお支払い下さい。

■送信先 FAX 番号

03 - 3536 - 7712
kasagi@tokyokenchikushikai.or.jp

担　当：笠木・荻谷まで

日　時 4 月26 日（火） （受付開始１８：００）１８：３０～２０：３０

参加費 1,500円（税込）東京建築士会 会員
※参加費は当日払いです。

2,500円（税込）一　般

※当日資料を受付にてお渡しさせて頂きます。
※キャンセルされる場合には、必ずシンポジウム開催前に事務局へご連絡下さい。

申込書が届きましたら、受講票をFAX又はメールにてお送りいたします。
セミナー当日に受講票を印刷又はモバイル機器等へご転送をいただき、
会場受付にて「受講番号・受講者氏名」をご提示の後、参加費を窓口に
てお支払い下さい。

男　・　女

定　員 100 名 ※申込先着順。 定員になり次第締切。

講　師 浅見    泰司 （ 東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻教授 ）

担 当：笠木・荻谷まで

ＣＰＤ２単 位

東京の空閑地 空き家問題を考える
シンポジウム

一般社団法人 東京建築士会 まちづくり委員会 企画


